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生物多様性国家戦略2023-2030
（2023年3月31日閣議決定）

2030年ミッション
自然を回復軌道に乗せるために生物多様性の損失を止め反転させるため
の緊急の行動をとる（＝いわゆるネイチャーポジティブ）

新世界目標を踏まえ、世界に先駆けて
国家戦略を改定

 「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」策定（2024年3月29日公表）

昆明・モントリオール生物多様性枠組(2022.12)

 ネイチャーポジティブ経営（自然資本の保全の概念をマテリアリティとして位置づけた経営）は、企
業にとって単なるコストアップではなく新しいビジネス機会

ネイチャーポジティブ経済移行戦略 ～自然資本に立脚した企業価値の創造～

 NPE戦略に基づいたロードマップ（2025-2030年）を2025年７月31日に策定
 国の施策及び各種ステークホルダーに期待するアクション等を具体化して整理

ネイチャーポジティブ経済移行戦略 ～自然資本に立脚した企業価値の創造～
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情報開示促進・ネイチャーファイナ
ンスの拡大による

企業のNP経営の実践

ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ（2025-2030年）について

 「2050年自然共生社会」「2030年NP経済への移行」の実現に向け、 国の施策の方向性の全体像を具体化すべく、2025年
７月31日にネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ（2025-2030年）を策定。

大きく、地域／ネイチャーポジティブ経営／国際、の３つの視点から今後の施策の方向性を整理。

ネイチャーポジティブ経済移行後の状態（絵姿）

国際ルールメイキング等
による企業の国際競争力強化

NPな地域づくりで
企業と地域の価値向上

視点②

視点③

視点①



地域生物多様性増進法に基づく「自然共生サイト」について

■環境省では、民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域を「自然共生サイト」と
して認定する仕組みを開始し、令和７年３月末時点で328か所を認定。

■ネイチャーポジティブに向けた民間等の活動をさらに促進するため、「地域生物多様性増進法」が
令和７年４月１日に施行。自然共生サイト相当の生物多様性が豊かな場所を維持する活動に加え、
管理放棄地等において生物多様性を回復・創出する活動も認定の対象に。

■従前制度における認定に加えて、令和７年12月時点での自然共生サイトは合計485か所。
■申請主体は企業が約半数で、地方公共団体やNPO等様々な主体が参画。

＜認定された「自然共生サイト」の例＞

三井住友海上駿河台緑地
（東京都）

コウノトリ育む祥雲寺水田と
ビオトープ（兵庫県）

盛岡セイコー工業 わくわくの森・
わくわくトープ（岩手県）

日本製紙 鳳凰社有林
（山梨県）

つくばこどもの森保育園
（茨城県）

山川の海のゆりかご
（鹿児島県）

＜自然共生サイトの経緯＞
2020年 12月 検討開始
2022年 ４月 30by30ロードマップ公表

 12月 昆明・モントリオール生物多様
性枠組（30by30目標含む）採択

2023年 ４月 自然共生サイト制度の開始
 10月 自然共生サイトの初認定

2024年 ４月 地域生物多様性増進法成立
2025年 ４月 地域生物多様性増進法施行

９月 令和７年度第１回認定
  12月 令和７年度第２回認定

＜新法のポイント＞

＜申請主体の内訳＞

＜令和７年度第１回認定式の様子＞

①維持については自然共生サイト相当の活動（申
請時点でOECMの基準を満たすもの）を想定。

②回復及び③創出については、活動計画の実施を
通じて、将来的にOECMの基準を満たすような
場所となるような取組を想定。 令和７年９月30日、東京



食料・農林水産分野と自然共生サイトの関わり

■自然共生サイトには、森林や里地里山、都市の緑地、沿岸域など多様な自然環境が含まれているが、
特に里山林、人工林、創出緑地、農地の事例が多い傾向。

■食料・農林水産分野の企業の参画も見られるとともに、サイト内の農産物等への認定ロゴマークの
活用事例も存在。

生態系区分別の認定数
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食料・農林水産分野における自然共生サイトの認定事例

自然共生サイトのロゴマーク

山川の海のゆりかご
（鹿児島県）

自然共生サイトに認定された場合、
看板やサイト内の農産物等に活用可

南三陸FSC®認証林（宮城県）

高層湿原・中間湿原・湧水湿地
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